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本調査報告書は(社)海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)で実施したバングラデシュ国港

減･排水施設整備拡充計画及びN-N濯潮施設建討十画(ブロックA-
2 ､ A-3, B地区)に関する

プロジェクトファインディング調査の結果をとりまとめたものである｡

本調査はAD C Aの委託を受けたTTi己団具により平成7年3月13E]から9日間にわたって実施した｡

角 谷 晃

池 村 圭 司

加 藤 新 一

濯概･排水施設整備拡充計画はムールビバザール地方の既存の輪中堤方式によるマヌ川湾概括設を整

備拡充して用排水機托を強化することにより､収益性の高い畑作多様作物栽培への転換を促し､主産地

形成による貧困層の生活水準の向上をめざしている｡

N-N濯概施設建-#十画(ブロックA-2､
A-3､ B地区)はN-N地区の1部である完了済の既

開発地区デモンストレションユニットとブロックA- 1をモデルとし､その開発効果を地区全体に広

げるため､残り地区の開発を行うもので､有償資金協力を希望している｡

本報告書が､今後実施される技術協力に活用され､開発計画に役立てば幸いである｡

ぉゎりに本調査の実施にあたり､御協力いただいた日本犬便館､
J I CAダッカ事拝所, OECFダ

ッヵ事務所,バングラデシュ政棚司係者並びに(祖海外農業開発コンサルタンツ協会の関係各位に対し､

深甚の謝意を表するものである｡

平成7年3月

バ ン グ ラ デ シ ュ 人民共和 国

濯概･排水施設整備拡充計画

N
-

N滴腕設建設計画(アロy?A-2､ A-3､地区)

プロジェクトファインディング調査団

角 谷 晃(日本技術開発株式会社)
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1,経緯･背景

バングラデシュ国は, 1･1億を超し,且つ年々高い増加率を示す人口を擁し, ｢食料の自給｣の

達成を国家開発計画の重要課掻に位置づけ､1971年の独立以来､濯概,洪水防御､排水等の確執農

業開発事業を優先的に実施して釆た｡しかし濯液面横拡大を最大目標とする新規開発事業が中心で

あったため､既存開発事業地区の中には施設能力が不十分で当初の目標を達成し得ないものや､築

造後長年月が経過し､あるいは十分な維持管理がなされていないため､その機能を著しく低下して

いるものがすくなからず見受けられ､農業生産の質的向上の阻害要因となっている｡

この反省の上にたってバングラデシュ政府は全国の既存事業に対し､S R P (SysteBtSRehabili

tation Project)を策定し､ I DA (第2世銀)の資垂援助を得て､その見直しを行っている｡そ

の中から緊急性の高い事業として, 83の既存事業を取上げ1990年から順次I DA ､ E EC
､及び

オランダ等の資金援肋を受けて実施されているところである｡しかしながらSR Pは財政的な毒腺勺

から現況施設の機能回復にとどまっており､施設拡大にまで手が廻らないのが現状である｡

都市と地方の生活格差の是正､とりわけ地方貧困農民層の生活水準の嵩上げは国家政策の重要課

題であり､この間題の解決のためには地方の重要な生活基盤である,農業生産の質的向上を図るこ

とが唯一の方策である｡特に既存開発地区の機能拡充を図ることは小さな投資で大きな効果が期待

される｡

このような状況の中でバングラデシュ政府はSR Pに於いてフィージプルであることが認められ､

優先度の高いムールビバザール県のマ列†l潅漉事業をとりあげ､施設拡充計画を策定し､特に排水

施設の整備を緊急に実施する必要があるとしている｡しかしながら､インド側から流入するマ列"

のFlood Action Planに於ける河道改修計画とのかかわり､栽培作物多様化のための地区内計画水

位の低下､及び背後地高位部からの流入水の処理等､最適システムの構築のため開発調査が必要で

あるとして､日本の技術艶功を希望している｡
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2.地区概要

2.1位置

対象地区はバングラ≠シュ東北部のbk'ulavibaarDistrictの鮎ul｡vibazar Up.zillaと

Rajnagar Upazillaに跨って位置している｡対象地区は北流するマヌ川と南西方向に流化するクシ

ヤラ川の合流点を起点とし､その北部をクシヤラ川に､南西部をマ5()rlに挟まれ､その東側はバタ

ラ丘陵が地区境界となっている｡

2.2地形

対象地区は台形状の沖積平地を形成しており､シレット･ムールビバザール低地に属し広く平坦

な段地上に多数の低湿地が存在している｡これらの多数の低湿地および常時帯水域は自然排水路網

によって連絡されている｡地盤標高は1l.Om-5.5mの範囲にあり､堤防天端標高はマ別けイド

で11. Om-12.8m､クシヤラ川沿には7.6m-胤1mである｡

対象地区の地形は南西に向かって傾斜しており､低地が約40%,中･高地が帥%を占めている｡

2.3気候

バングラデシュの気候は典型的な熱帯モンスーンに属し､高湿､多雨であり､地域による気温差

はあまり大きくはないが､表2-1の如く対象地域は東北部に位置し､比較的温潤である｡又年間降

雨量は2.711mmで､北東部シレットや南西部のコックスバザール(3,000Ⅶを超える)についで多雨で

ある｡ちなみにダッカの年間降雨量は約2,100珊である｡

季節は10-2月の乾期･低溢斯､ 3-4月の′｣雨期･夏期及び5-9.10月の雨期･夏期の3つ

に大別され､雨期( 6-10月)には降雨量が2, 008ttTnで年間降雨量の74%が降り､乾期には9%が降

る｡

対象地域の土壌分布は54%が粘土,41%がローム, 3 %が砂壌土及びその他2 %となっている｡

表2-1月別平均最高､最低気温(o C)

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 18月 11月 12月

ムー批一八サ瑚最高気溢29.4 33.0 35.5 36.4 33.4 34.4 34.q
24.l〕

36.0 34.4 35.0 30.5 28.4

最低気温 6.2 ll.0 13.2 16.8 19.0 22.2 24.5 23.0 17.8 10.5 6.6

ダッカ最高気温 28.0 33.0 36.8 37.8 34.2 34.0 35.0 36.2 34.5 34.5 30.2 29.3

最低気温 10.7 14.2 18.4 19.8 20.0 22.8 24.6 24.6 24.5 21.6 15.4 10.3
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表2-2 月別,季節別降水量(m/m)

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 年間合

月別降雨量 144.0 10.6 26.8 9.6 61.6 163.7 285,9 605.4 388.5 349.8 317.5 347.5 2.711

季別降雨量 253 450 2,008 2,711

季別% 乾期9% 小雨期17% 雨期74% 100%

2.4河川

地区の南西境界を接してマ列Ilが流下し､北側境界はクシヤ9)rlが流れている｡これに加えて地

区内にはバタラヒルを源流とする幾筋もの渓流が流入している｡

(1)マヌ川

マヌ川は源流をインドのトリプラ高原に発し､約93城下してゴビンタブールでバングラデ

シュ国に入り､マヌムクでクシヤラ川に合流しており､全長は177kfnである｡又同じトリプラ高

原を源流とし､その南部をほぼ平行に流れる｡ダライ川がバングラデシュ国に入り､ムールビ

市街約11km上流のゴライ近くでマヌ川に合流している｡その流域はマヌ川がインド国内で

2, 230km2,バングラデシュ国内で60km2及びダライ川がインド国内で570km2､バングラデシュ国

内で290km2である｡トリプラ高原の標高は609m-飢5mと高く両河川は急流となって落下し､

しかもインド側の都合による洪水制御に左右されるため急激に増水し､地区内あるいはムール

ビバザール市街にしばし8蔀巳濫をもたらしている｡

(2)クシヤラ川

インドを源流とするバラク川がシレット県ザイエンジ郡でバングラデシュに入り､アマルシ

ンド近くで､スムラ川とクシヤラ川に分派している｡クシヤラ川はシレット県の南部境界,そ

してムールビバザールの北部境界として煎れており､下涜部ではその流入派川によって種々の

名前で呼ばれ､最終的にはメグナ川にそそいでいる｡ムールビバザール県を流れる河川及び渓

流の大部分はクシヤラ川に流入している｡
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2.5水文資料

動きの激しいマ列II､クシヤラ川の水位変動を把握するため､クシヤラ川のシュルプール､マヌ

川のチャンデニガットNO202､取水堰､マヌリリィ構及びダライ川のカマルコウジの各地点に水位

計が設置され､毎日の時間変化が記録されている｡雨量観測所はムールビバザール市内に設置され,

20年間以上の観測記録が蓄積されている｡

2.6交通

ダッカとシレットを結ぶ国道2号繊;如こあり､北方寿q40kmにある東北部随一-の大都市シレット市

街とは現状で2.時間程度で結ばれている｡

地区内の道路網は不足しており､且つその大部分が舗装されていないので､雨期には通行に困難

を来し住民のコミュニケーション､農産物の大市場への適期の搬出を阻害し､且つ施設の十分な維

持管理.に困難を釆たしている｡

2.7農業

地区の主要経済活動は農業であり､地区住民の大部分が農業に依存して生活している｡その主要

作物は米でありその裏作として小麦､ジュート及びポテト等が作付されている｡又排水条件の良い

高位部に於いて野菜､オイルシード､果物等のキャッシュクロップが生産されている｡

現状では3種犠の米のうち､アウスは耕作可能地の56%に作付され､そのうちの28%がHYVア

ウスである｡

ボロー米は耕作可能他の約32%に作付られ､そのうちの1&%がH Y Vボロー米である｡

アマン米は排作可能地の約59%に作付され,そのうちの20%がHY Vアマン米となっている｡

年間作付は3毛作を目標としているが､排水条件が悪く大部分が1毛作､あるいは2毛作に留ま

っており､作付率は目標の175%に対し､ 150%を維持するのがやっとの状況である｡

2.8地区の間温点

(1)不充分な排水機能

既存のポンプの排水能力は1.5 1/s∝/血であり､作物封封ヒ､高級化のための十分な排水

管理を行うには2.5 1/s∝/払(ダッカ近郊のNIN地区の事例)が必要であるとされており､

地区内低湿地部/＼オルの利用拡大は困難な状況にある｡又地区背後地のバタラヒルからは多数
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の渓流が地区内に流入しており､その流域約10.008haからの流出水の処理に十分対応できない｡

地区内には道路､用水路等の人工の遮断構造物が地区に広く分布し､サイホン､暗梁等の横

断者F*施設が不足して.いるため,地表水の流下を阻害し､部分的な排水不良地区を広範囲に生

起している｡

又地区内既存排水路はシルトの堆積や据下げ不足で地区内水位を物理的に十分に低下できな

い状況にある｡

(2)末端用水路の整備不足

マラ川l濯概事業実施時に123k mの幹支線用水路が整備されたが､いまだに末端圃場水路の整

備が十分になされておらず､用水不足で十分な収量､収益があがらない匪場がかなり見受けら

れる｡又利用可能な支線用水路が無く濯混用水の供給をうけられず章乞期に耕作が行われていな

い囲場もかなり広く分布しているo

(3)農業技術普及施設の不足

本事業地区の所期の成果を達成するには新しい農業技術の導入が前提となっており､受益農

民全てが早い機会に技術習得を行っていく必要がある｡しかるに技術習得のための訓練の場が

不十分であり且つ訓練･診断を担当する人員も20人の必要に対し現状では6人しかおらず極度

に不足している｡このため⊥部先進農民を除いて､広く慣行農業･低収益農業が行われており､

H Y V米の導入､高質肥料の投入及び作物の多様化､高度化等も進まず全体的にも所期の成果

が得られていない｡

(4)不十分な地区内道路整備

地区内には十分な道路網が整備されておらず､堤防天端及び用水路盛土も村落道路として活

用されている｡しかし大部分の道路は舗装されておらず雨期には泥浄化して車両通行不能とな

り､又乾期には大きな不陸のため通行に長時間を要し且つ荷傷が激しいため､農民は適期に良

質の農産物を高価格の大きな市場にアクセスするのに困難を来している｡又施設の円滑な運営

･椎持･管理にも支障を来している｡

-
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(5)地区外住民の堤防切断による地区内冠水

マヌ川沿には本地区の洪水防訴埋外にも多くの住民が居住している｡この堤外居住区は雨期

になるとマ列Ilの増水により湛水し､その程度が甚だしくなると住民はその軽減を望んで､洪

水防御堤を切断する｡このため地区内も冠水しポンプ運転も無用のものとなり,耕作も出来ず

又地区住民の生活にも大きな支障を与えている｡

現在Flood Action Planの一環としてマ即l河道整備事業が進められており､河道沿に新たに

サブ堤防が築造され地区外約2,008haが事業地区内に取込まれることになっている｡これにより

地区内冠水問題はほぼ解決することになるが､耽込まれる2,000haの排水処理が新たに必要にな

る｡
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3.計画概要

3.1計画構想

本計画対象地区は1983年に共用を開始した洪水防御填で路まれた既存の港概地区である｡その地

区現況概要を示すと次の通りである｡

地区捻面積

耕作可能面積

藩政面積

堤防延長

排水樋門

排水横断構造物

緋水門

ポンプ

取水曝

取水門

分岐施設

幹支線用水路

用水路付帯施設

22. 700ba (※24,700ba)

19, 308ha

12, 200ba

68. Ohm

4カ所

9カ所

6カ所

立軸軸流¢1,350×4. 25m3/sx 8台

幅跳m 9.14mx5.33mX6門

9,14mX5.64mX 2門

1.50mXl.50mX5門

1カ所

123km

262カ所

※ ( )は取込まれる地区外面積を加えた借である｡

前述の問題点の項でも述べたように､本地区では排水施設の改修､拡充を行うことにより､地区

内水位の制御を適期に適正に行えるようにすることが最も急務となっている｡そのためにはポンプ

施設を現況能力1.5 1/see/haから2. 0-2. 5 1/s∝/haとなるように増設し､且つ横断排水施設を大

噸に増設して､部分的な湛水を解消するとともに自然排水路の据下げ､堆積シルトの除去等を行う

ことにより､地区内地表水の速やかな読下を促すことである｡又背後地のバタラヒルから地区内に

温入している雨水は地区境界に承水路を設置して自然済下によりクシヤラ川に直接排出する｡

-
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用水については量的にはほぼ満足し得る施設となっているが､不足している末端圃場用水路を整

備することにより､適期に適正量が全域に公平に濯概できるように用水条件の改善を図る｡尚､高

位部にあって､近くに用水路が分布しておらず､濯渡が困難な地域に対し増設ポンプの一部を用排

兼用可能な設備とし､幹支線用水路を新設することにより濯概面積12,200haを15, 000haへ拡大を図

るものとする｡

さらに本事業の所期の目的を達成するためには地区農業の近代化が図られねばならない｡そのた

めに全天候型道指の整備を行い農産物流通の改革を促すとともに､高収量米の導入､高質肥料の投

入及び作物の多様化,高度化等の新技術導入へ農民を誘導するための農業技術普及事業を推進する

ための施設の整備､普及員の養成計画等を策定する｡

本事業地区は施設の共用開始が比較的新しく､その機能もかなり維持されているので､受益農民

の意識改革が伴えば少ない投資で収益性の高い､高度な農業が展開されるものと期待される｡

3.2計画の内容

(1)排水施設の改修及び拡充

承水路の設置

地区と背後地ノマタラヒルとの境界沿約18kmに承水路を設置して､バタラヒル傾斜面の雨水流下水

を直接クシヤラ川に自然排水する｡尚､承水路の地区内側盛土は天端幅を十分に確保( 5m程度)

して村落道路として活用する｡

ポンプ設備の増設

排水量20m3/ s程度のポンプ場を既存のカシムプールポンプ場のクシヤラ川上流約15血地点に

増設する｡そのポンプ設備は次の通りである｡

立軸軸流ポンプ ¢1.350ftnX290kwX 5台

上記設備のうち2台を用排水兼用として高位部への濯概を可能とするためのポンプ場の整備を行

う｡

ー11
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横断排水施設の設置

地区内には堤防､用水路及び既存道路等の高盛土があり､これらを横断する排水施設を増設する

ことにより､地区全休の排水機能を高める｡

Drainage Culvert 20カ所

Drainage Syphone 5カ所

排水路の改櫨

排水機能を高め､内水位を低下させて低位部の利用拡大を図るため約33血の既存排水路の水路底

の掘下げ及びシルトの再嘱削を行う｡

(2)用水施設の整備

幹支線用水路の新設

約9.0血の用水路を新設し､主として高位部の藩政面積の拡大を図る.

末端圃場用水路の整備

約36臓｣､用水路を整騰し､合わせて末端分水口を設置して用水機能の改善を図る｡

(3)地区内道路の整備

地区内農道､洪水防御堤及び用水路盛土天端をラテライト等で被覆､整形して全天僚性を高める

と共に､施設維持管理の強化､農産物の搬出等で優先度の高いチャンディナ(マ列I l横断橋付近)

-カシムプールポンプ場間の洪水防御境杓19kmをアスファルト舗装する｡

(4)推障管理体制及び農業技術普及体制の強化

･ Transprt / Vehicle -

J既p ; Morer Cycle

･宿舎及び事務棟の改修､整備

･集会施設5棟の建設(Traini鴫に活用)

･農民のためのトレイニングプログラムの実施

一末端圃場､用排水施設の水管埋及び維持管理

一水費の徴収

一宮農,栽培技術等

-普及員の養成

-
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4.総合所見

バングラデシュ国は自然災害を克服して､食糧増産を図るため全国で数多くの輪中堤による濯概

農業開発を行っているが､施設の機能不足のため十分な成果を挙げていない地区が多く見受けられ

る○このため｢バ｣国政府はS RPを策定し､既存施設のリハビリテーションに取組んでいるが財

政的な問題から現況機能の回復に重点が置かれている｡本対象地区もS R Pに取上げられ,その高

いフィジプル性が認められたが､比較的新しい施設であるためS氏Pの実施対象からははずされて

いる｡しかしながら｢バ｣国政府はわずかな施設榛能の拡充による改善効果の大きいことを認識し,

財政事情が許せば優先的に実施したい事業であるとして濯概排水施設整麻拡充計画を策定し､日本

の資金援助を期待している｡

農業生産基盤の整備と農業新技術の導入は表裏一体のものであり､事業が実施されれば地区内水

位が自由に且つ適正に制御され､適期に適量の濯概がなされるので､瀧面積が拡大し､作付率の

向上､高収監米の導入による単収増加､常勤巴料の投入による品質の向上等が図られ且つ作付作物

の多様化及び営農の高度化が進展する｡これにより地区全休で2.5倍程度の収益の向上が期待され

ており､ムールビバザールを始めとする周辺地域に与える社会･経済的影響は非常に大きなものが

ある｡特に対象地区はダッカ-シレットを結ぶ国道2号緑沿にあり､この2号線は日本の有償資金

協力により改修される可能性が高く､整備完了後にはシレットとは1時間､ダッカとは4時間程度

で結ばれることになり,この2大消費都市を対象として野菜､マスタード等のキャシュクロップの

主産地形成が期待される｡

対象地区には直陵受益農民を含む約220.000人の住民が農業に依存して生活しているが,農業近

代化の立遅れにより茶等を主産地として発察しているシレット地区住民とは生活格差が年々拡大し

ている｡本事業が実施されると農民の収入増大と貧困住民の就労棟会の増大による所得の向上が図

られるため､国家政策の大目標である貧困の撲跡こも寄与することになる｡

本地区の施設の拡充への要望は年々増大しており､BWD Bの担当部局もその重要性を認識して､

堤防の補強,末端圃場用排水路の整備及び横断用､排水施設の設置等に取組んでいる｡又マ列Hの

大洪水時に於ける地区外住民による洪水防御堰切断による地区内氾濫を防止するため､

Flood Action Planによるマラ川l河道整備計画の一環として､マ5()Il沿にサブ堤防が建設されてい

-
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るが､この事業により地区外約2.000haがマ列Il濯概事業地区内に取込まれることになり､排水能

力の拡充の緊急性がより高まっているとして､この計画実施を中央政府に強く要望している｡受益

農民も本施設の重要性を認識し､その維持管理のため250タ舟/ha程度の応分の水費負担に応じてお

り､末端分水工寿勺40-60haの農民組織が自主徴収を行っている｡この組織を通じて維持管理の責任

分担及び末端圃場施設整備への農民参加も期待できる状況にある｡

以上の如く本計画は緊急に実施される必要があるが､複雑な排水システムの解明､維持管理休制

及び農業技術普及体制の確率等最適計画策定のため開発調査の実施が望ましく日本の技術援助が期

待される｡

-
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1.経緯･背景

N- N敵地区はダッカ東方,約30kmに位置しており1977-78年にJ I CAで実施したF/S調

査では､開発総面積を45, 200haとし､地区のほぼ中央を南北に走るN -M鉄道でPbase IとPha駅

ⅠⅠに分けた段階的開発計画が立案され,うち西側のPhaseI (総開発面積29,000ha)についてF/

S調査がかけられた｡このF/S調査結果に基づいてバングラデシュ国政府は､同地区南西端の地

区1,300ha (濯概面積1,000ha)をデモンストレーション･ユニットとして日本の無賞賛金協力を得

て1984年3月に完成させた｡

バングラデシュ国政府は､このデモンストレーション･ユニットの成功により､さらにN-N地

区潅救排水計画(PhaseI)の妥当性に確信を深め､その実施について早急な実現化計画を打ち出し

た｡バングラデシュ国政府は､その早期実現を図るために, F/S調査のPha駅Ⅰ地区をD-N道

路で東西に2分割し､うち西側のシタラキヤ川沿いのA地区を優先地域に選び､更にA地区を3分

割し､そのうちの最庭先地区であるA- 1ブロックの実施を再び日本政府の無償資金協力(1989年

から3カ年に亘る無償資金協力)を得て行い､ 1993年3月にこれを完成させた｡

デモンストレーションユニットは共用開始後すでに10年以上を経過し､途中1987年及び1988年の

異常洪水により大きな被害を受けたが､日本の無常資金協力による復旧事業でより整備水準が高く

なって,高戟量米の作付拡大､農作業の効率イヒ及び多様な畑作物の導入等が図られ地区農民の所得

向上に大きく寄与している｡又､ブロックA- 1地区は供用開始後1年を経過したばかりであるが､

洪水防衝堤はレンガ舗装されて村落道路として活用されており､地域の社会､経済の亨封封ヒに寄与

して住民の生活行動にめざましい変化をもたらしている｡この効果を地域全体に拡大し､ダッカ近

郊にある地域特性を生かした地区全体でバランスのとれた開発を進めるため､残りのブロッ

クA- 2 ､ A-3およびB地区ための建設事業を早期に実施する必要があるとして､円借款を強く

要望している｡
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2.地区概要

2. 1計画対象地域

計画対象地域はバングラデシュ国の杜ぼ中央､首都ダッカ東へ約80kJBに位置し､ナラヤンガンジ

とナルシンジにまたがる約24.200ぬの両横を占めている｡対象地区は西側をシタラキヤ川､北側杏

T-N鉄道,東側をN-M鉄道､南側は国道1号､及び南西部は既開発のブロックA- 1
､デモン

ストレーションユニットに接し､D-N道路を墳として西側がA地区､束側がB地区にわかれ､さ

らにA地区は地方道Danga-Naluaで南側をBlockA- 2 ､ ]畑】をBlockA- 3に分けられている｡

2.2自然条件

計画対象地域の地軌ま大部分が棲高3-6 mの低地であり､南東に向かって傾斜する傾向にある｡

しかしほi弼でありBlockA- 2ではKendua Khal, BlockA-3ではGhagLa Khalの/JヾTiJJllが西側

にあるシタラキ刊】■lにそれぞれ臥している｡B地区ではそのはぼ中央を南北に旧ブラマプトラ川

が位置し､ Bzmぬjherの近くで旧N-M鉄道を横断して地区外に涜入している｡標高5m以上の

ラキヤ川沿の微高地及び地区内に点在する微高地は冠水することが少いので､居住地として利用さ

れ,集落が形成されている｡

計画地域の地質は氾荘原の堆辞物である粘土･シルト･砂からなる沖積層である｡既存資料から

みると地層の上郡20-38mはシルトないし粘土で占められており､それ以深では砂層が主休となっ

ている｡

計画地域は典型的なモンスーン地帯に属し-､その気候は小雨期(4月-5月) ､

雨期(6月-10月)及び章E期(11月-3月)の3つに大別される｡年間降雨量は2.10伽山稜度で雨

期にはそのうちの72.2%が降り､乾期には6.6%しか降らない｡気温は最も寒いのが1月で最

高25.2Co
､最低18.8Coであり､最も暑いのは4月で最高33.4Co ､最低27.7Coである｡

計画地域はシタラキヤ川とメグナ川の水位の影響を受け､ 7月後半から9月前半が最も高く､

12月後半から4月前半が最も低くなる｡ 1987年と1988年の異常出水時にはシタラキヤ川のデムラで

それぞれ6.20kn (7月)及び8. 7mの最高水位を記録している｡

-

19-



2.3人口

計画地域の人口は270,000程度であり､その内訳は次の通りである｡

A-2 76,BOO

A- 3 62,000

B地区 132, 000

計 270, 000

2.4農業

計画地域の農業は稲作が大部分で､雨期には直播浮稲(B-AnEn)が約50%
､アウスとアマンの混作

および高位部のジュート作で10%程度が作付られている｡他方乾期作はポロ稲が50%
､小麦;豆類

と菜種､及びジャガイモ等10%程度作付られており､合わせて作付率120%程度に留まっている｡

ちなみにN- N地域既開発地区のデモンストレーションユニットでは雨期には高収量アマン米が

90%作付られ､乾期には高収量ボロー米力甲5%作付られており､その他小麦､豆類､オイルシード

及び野菜等年間合わせて作付率は220%まで上昇し､その開発効果の大きいことを物語っている｡

2.5社会基盤

地区内の各戸に電力が供給されており､飲料水は井戸により給水されている｡電話も主要公共機

関､工場等に整備されている｡

計画地域への交通はダッカ市内からD-T､ D-Nのアスファルト道路で連絡されている｡

地区内はシタラキヤ川沿は村落道路で結ばれ､レンガ,アスファルトの舗装が全線の半分程度で

あるため雨期には舟運が主力である｡主要地方道ぬnga-Nalnaは全線アスファルト舗装されている｡

旧N-M鉄道敷も線路が撤去され､全線の半分程度がアスファルト舗装されて,村落道として活用

されているが､線路撤去時に鉄橋も撤去されたため､寸断状態となっている｡
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3.計画概要

3.1構想

本計画は計画地域闇辺全休を洪水防御填でBflみ､その内部に用水施設及び排水施設を整備するこ

とにより,高収量米及び多様な畑作物の組合せで3毛作を実現し､高収量､高品質,且つ高収益の

農業をめざすものである｡

洪水防御堤は地域全休を平行して開発することにして周辺部のみ築堤するものとし､シタラキヤ

川沿には自然堤の上に新堤防を建設し､T-N鉄道､旧N-M鉄道,及びD-T道路(国道1号線)

沿には既存盛土に腹付･笠上げ盛土を行う｡ (ブロック毎に段階開発を行うと､ブロック境界に将

来無間となる堤防を築く必要がある｡特にこの区間のD
-

N道掛ま盛土高が低いため､補強堤防と

しての盛土量が増大する上に､幹線道路沿の立地条件から用地収用が困難な状況にある｡)

排水は現況系統を大幅に変更しないものとして､ブロックA-2はKendlは川､ブロックA-3は

Gba喝a川のシタラキヤ川への河口に水門及びポンプ場を設置する｡又Bブロックのためには旧ブラ

マプトラ川のN -M鉄道横断部に水門及びポンプ場を設置する｡

用水はブロックA- 2 , A-3については各々排水ポンプを兼用して揚水するo B地区について

は､ 3ブロックに分割し1ブロックにはブロックA-2のポンプ場より揚水し､他の2ブロックに

は専用揚水機場を新設してメグナ川から取水する｡

洪水防御堤天端は舗装して村落道路として活用する｡さらに事業完了後のデモンストレーション

ユニット及びブロックA- 1を含めた全体水管理を円滑に行うための施設面及びソフト面の対応策

を策定する｡

3.2計画内容

本計画の内容は次ページの通りであり､その主要施設の概略計画を図- 3-図- 7に示す｡

3.3事業費

上記計画内容を実施するのに必要な事業費は概ね次の通りである｡

建設費 21, 700百万円

エンジニアリング,アドミニストレーション費 1
, 420百万円

420

25, 540百万円
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A-2 A-3

(A)計画面横

地区面積 ba

潅概面積 h1

(b)洪水防御L墳

シタラキア川場防 上皿

道路補強墳防 kJn

NN鉄道補強墳防‖) kD

NM鉄道補強墳防【Ⅱ)kd)

TN鉄道補強墳防 kJn

(c)ポンプ場

ポンプ場 ケ所

口径x台数 =/台

(d)排出施設

幹線水路 L皿

2次3次水路 上皿

(e)用水施設

幹線水路 t皿

2次3次水路 l皿

(∫)村落道路

アHTい舗装(幡5m) k皿

(g)管理施設 式

(h)用地収用面積 ha

(i)送奄線 k皿

6.500

4,550

9.2

¢1200X6

9.2

F]F]∃

4.2
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4,200

2.940

10.6

6.2

1

¢1200X4

10.6

ilo

I.5

13,500

9.450

5. 5

22.4

9.8

3. 8

2

¢L650X6

¢1200X5

48. I

H2. 5

50. I

196.0
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塾TI-3..主要施設標準断面図 (Blo c k A-2,

A-3. A r e a a)
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4.総合所見

本事業はその一部であるデモンストレーションユニット及びブロックA- 1が完成し､すでに供

用されており､土地収用さえスケジュール通りに行われれば､技術的には何ら問題無く実施される

ことが実証されている｡

本調査は残り地域の事業実施に当たって､F/ S後の地域の状況､既開発地区の開発効果及び現

地政府の本事業への取組み状況を把握するため実施したものであるが､急激に変貌する大都市近郊

のまとまった農地を早急に開発したいというBWB D担当部局の意欲には並々ならぬものが感じら

れた｡

本事業が実施されると水稲の大きな増産効果及び畑作物の多様化･高度化が図られるのはいうま

でも無い｡これに加えてラキヤ川沿の境防が舗装され且つ旧N -M鉄道沿の開口部が塞がれて道路

がつながり,地区周辺部に一大循環道路が整備され､住民のコミュニケート及び農産物の高価格の

大市場へのアクセス等その効果は図りしれないものがある｡又レンガ製造及び機織等の工業生産が

より盛んとなるため､地区住民の雇用機会が創出され,所得向上が図られる｡

以上のような効果を踏まえて､本革菓を早急に実施するため､その開発規模を考慮した日本の有

償資金協力を強く希望している｡しかし実施に当たってはF/S後長年月が経過した地域の状況､

土地収用及び末端施設の維持管理(水費の負担を含めて)等への受益農民の協力､地域の将来の土

地利用計画等をより正確に把握しておかなければならない｡そのため次のステップとしては

SAP ROFの実施が考えられるが､その調査内容は次のようなものとなるであろう｡

1 ) 1977年-1978年のJ I CA F/S Reprt及びその他既存資料の見直し

2)詳細な社会･経済調査

3)環境影響調査･WI D諏査

4)地形図のチェック

5)水文解析

6)基本設計

7)事業計画

8)事業費積算

9)事業評価
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本調査に基づいて有償資金協力により本事業が早期に実施されれば,ダッカ近郊に一大近代農業

地帯が形成され,且つ災害に軌､安全な居住区が創出されることになり､まことに有意義な協力に

なるものと思われる｡
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1.調査者略歴

角 谷 晃 生年月日 昭和18年7月18日

学 歴 三重大学農学部

1966年3月卒業

職 歴 日本技術開発株式会社

1966年4月入社

現在海外事業本部次長

池 村 圭 司 学 歴 一ツ橋大学経済学部

1981年3月卒業

職 歴 住友商事株式会社

1981年4月入社

現在日本技術開発株式会社嘱託

加 藤 新
一 学 歴 東京大学農学部

1977年3月卒業

職 歴 丸紅株式会社

1977年4月入社

現在日本技術開発株式会社嘱託

182-



2.調査日程

月 日 曜 日

3. 13 月

3. 14 火

3. 15 水

3. 16 木

3. 17 金

3. 18 i

3. 19 日

3. 20 月

3. 21 火

事 項

移動 東京一バンコク

移動 バンコク-ダッカ

大使館, JICA表敬

BWDB打合せ,移動

BWD Bムールビバサール打合せ,

現地踏査

現地踏査,資料収集

現地踏査(N-N地区)
,資料収集

0 ECF打合せ, BWD B打合せ

資料収集,移動 ダッカ-バンコク

移動 バンコク-東京

-33-
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3.面接者リスト

(1)日本大使館

横 山 謙
一

書記官

(2) JICAダッカ事務所

鈴 木 宏 尚 所 長

荒 津 有 紀 所 員

(3) BANGLADESH WATER DEVELOPMENT BOAD

Mr.M.A.RSEID Member (P)

Mr.A.S.M NURUL ALAM Chief Engineer

Mr.ABU TAflER CHOWDtlURY : Superintending Engineer

Mr.LUTFAR RAfIMAN Chief Engineer SRP.BWDB

(4) BWDB Moulavibazar Office

Mr.R.C.BASS S.E.

Mr. MU虫stlED-UN-NABI

Mr.A.K.M OBAIDUL HOQUE -:

Mr.BRAZA MOHAN NATH

岨r.SEAM ALAM

的r.ABOUL EAMID

Project Director Manu River Project

Excutive Engineer

Sub工)ivisional Engineer

S.D.E

S.A.E. (Operator)

A.E,

(5) 0.E.C.F.ダッカ駐在見事務所

谷 本 寿 男 首席駐在員
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4.収集資料リスト

(1) Report and Book

- Statistical Yearbook of Bangladesh (1993)

- Disaster Preparedness for Bangladesh Flood and Other Natural

Calamities

- Agricultural Credit in Bangladesh

- Environnent and Ecological Aspects for Sustainable I)evelopment

in Bangladesh

- Statistical Pocket Book of Bangladesh 1993

-

BWDB Systems Rehabilitation Project Quarterly Progress

Report(No, 6)

-

St)B Project Nomination Proforma of Sap Project Proposal on Manu

River Project

- Flood Action Plan Progress Report 1994

(2) Data

- Drawing

･ Contour maps, MRP Map. Hydrological and geological Map

･ Typical Cross Section of
Primary, Second and Tartiary Canals

･ Plan and Profile of Manu River Project

- Water level and Pump Operating Record at Eashimpur Pump house.

-

Rainfall Data

- Existing Land Use and Crop Production

(3) Map

-

N-N地区地形図

- ムールピバザール地区地形図

1/50.000 2枚

1/50.000 2枚

Genera11 Plan of Manu River Flood Controll Project

-

Generall Plan of Manu River Irrigation Project l/50,000
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5.マヌ川濯概事業関連資料
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R&inf且11 in JDJn

Mo n t h 1 y R a i n f a 1 1 o f R-1 2 2 Mo u lv i B a z a r S t a t i o n

Year Jam Feb Mar APT May Jun Ju1 Åug SOP Oct Nov Dec Total

1990 lⅢ 【Ⅲ】 388 EE] EE] EEEl EZ] EEE] 日田 43 5 3,328皿皿

1991 7 EEE] 26.7 EE] 935 EEEl l34.8 EEEl 368 皿 ll四 2,693.5皿皿

1992 52 DZ] 63 437 2]6.5 Ego.4 280.7 ago.6 91.2 2 1,836.4皿皿

1993 34 uZ] 川0 30l.7 842.8 EZE] 769.3 328.8 463.8 31.6 8 3,757皿m

1994 7 EE] EE] 322 222 207.2 l95.5 311.8 口四 Elロ 1,993.5m皿



2.E五】ST川G SITUATION (N TIIE PROJECT AREA

1.ExistiBB Sj川ItioD iD the project一TeA Of比IAU River Project obtAin from

Up11il一Agril Officer(s) The LollovinlE njoT CTDP 4reJS And Yields lor the

union(a) in yhich the Project is loc一ted.

a) In yhat yJT doe=he project Area difleT?(Anser jf lnSYer is `N' tc 21)

Does nlt 8rise.

ii) Drlinlge blDC4Je.

iii) High leyeL or KushilArA River dqTing JbOn…n.



CROP PRODUCrェON FOR F工VE YEARS.

MAIJU RェVER PROJECT.

^rca ln hactor｡

円じ凡い莞‖ハ
●

●

1

0

S

‖ Year.
ェrrlgated area ( Annual)

Dq′ season

( ?oro and

ethe亡S)

01c 1990-91 5.594

D9･ 1991-92二 1,Pl^t4

C3｡ 1992-93 5,629

04｡ 1993-94 rfT､2∩

l

ch
CrJ･. 1994-95

･11T･00
く.0

Non irrjgated area ( Annual).

墨Rainyseason_:

8i,Tot三1
8Tota1. Remarks.

B描昔K_h(T2y;df-
rYSaSOn

(B6-ro_a.nd

L.Others) Kh≡喜;fSKh_a2nrdif

390

5,594

4-53f)

6,019

6,058

6t810

6-616

4,83ら

L1
9日06

ll,305
･18,115

6,292 12,90e

10,078 14,ワld

(,IO45 1Cl,R54

9,CcT･5 =st Kha!:if season is

contlnulng｡

■

L=･rc･･t-.r,;,_工.㍗;, ¥ 2?,Fjら1｡97 iiactor.

●
'J)llJ.v.1blc

,mIE･a亡19I27O.0〇_l!rlCtOr(15,540
†l(1⊂tOr ゎet),

●
Irri(;'1ble arr!a

I: 12,140｡00_ h-3CtOr und_er LLP
F 607｡02.1iactor.

under gra寸ity.王11
,533｡33

Ha⊂tor.



TOTAL PRODUCT=ON =N MOULV=BA2AR D=STR=CTノFROM 1990-95.

01. Boro

O2｡ Aus

03. 入Tnan

OJl
｡ IJheat

C5. PotろtO

49,816 M･T･(in rice) 7_5,_9.3.4 MT･(in Ric°)二59,425MT(iり'_rice) 41,4?0町｡(in ride)

62,100Prr'( ･･ )･ 5g･l･45:･i∬(
･'. ) 66I320nT(-I,･-) 24▼叩町T(::L".). 67,7001m(1nRice)

2,09,583Tqr･ (
L-I)

2,27,569.tぬ(
,, ) 2,51,524MT(

I- )･. 2,29;由6h-T.( -I) 2,51,83CMT(- I )

29 0PTI-

32,16OPrr｡

570 Mr.

23
,･590MT.

685㌣汀･ : 4eOMT.~

26∫975MT･ 28
I
450FJTo



Land Type･FIood Depth and P(esent CTOPPing Pattern Relationship.

L4ndType8ndcroppin9Pattern
Area Cropped

F[oodDepth
fha) Area

Eel (ha一

Kharif-l KhariトIl Rabi
■■

H'ghLa∩dFruit軍

(Noーloodin9)

TAfn;)n(HYV)

.丁_Anーi)ntHYVI

FaJ(ow

RVegetab(es

PIJt;-liu.OilSet三dsand

Chili(es

RVetJetiJb[cs.Oi(

Set=dsandPuーses

Boto(HYV)

36 36-

29.49%=7100

ha

S.Ve9c1こIb[es

Fallow

BAus

205

605

62ー

6ー5

ー2ー0

EEEE]

-BAus TArni川tHYV) Fi州uw 445 890

TAus(HYV) TAnーa‖(HYiV) F～lllL-川∨ 856 ー7ー2

TAuslU F..llJ‖w a('ll'(HYVJ 8ー7 ー634

TAus(u TA(Ttillt(Li FL1=t′VV 309 6ー8

FaL暮ovv TAn1;lf1(HYVl Bl●rり(HYVI 2ー92 4384

FalJoVV TAll1..Jlltu Ei('rH(HYVJ 1014 2028

Mad.HitJhしi.1‖J

(0.0.0.3)rn

TALIS(HYV) fA川叫‖｣ F.1lJりVV 230 460

4.27u/ulー029hJ TAus(HYVI

FaJlow

FilJII._Yv

TAlni=ーHYVI

WhL;.JI.Ollゝctldさ...

F'LITtJJ..ChlIIlt3St3h;.

Buro(HYV)

298

285

596

570

Fi∃=0ヽV FiIH.tJVV a(JrUtHYV) 2ー6 2ー6

Med.Lowしilnd

t○.3-0.91日

TALl>-lHYV) T-AlnJJttu FilILtlVV 475 950_

8%=ー926hij TAus(U
-TAIH{ll)tLJ

F.luけ∨∨ 95 l90

Fa)[ovv 丁A(nilnlL) B.1TU(HYV) 928 ー856

TAL1ゞ(HYV) FLIIJIJVV Fこ1=く}VV 33ー 33ー

FaJlow_ Fi'H'/～ B,L}(l)tHYV) 97 97

Loヽyしand-:--

(0.9-ー.引川l

JL_Jte. F.*H▲JVV Fこ州uVV 36 36

ー0.64%=2562三

ha

Fallow TA川i‖(Ll

~~F{11lt.vv

FillroVv ーー95 ーー95

a-A∩ーan Fillluヽ～ 453 453

lF{III(JVJ
BtHり(しI 878 878

Vc,y暮owlJ‖d_-/

(>ー.8川)

-BAMdll FLIHl川∨ FJHIJVV ー033 ー033

22.56L!Li.=5431

lldl

F.1JlllYJ F.lI[.-vv BH(LJtu 4398 4398

Total
l8048

27628lSource:-Agro-socio-economicsurveyandseconda{yinfor_mationcdLlectedfromth

sub-project. 1992

Cropping intenslty ≡ 153%
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Presentしand Use

Typeofla∩d-use Areatha) :-三-..:jy.-I
ー. GrossArea 24076. 100_-

a-∪∩cultiVatedArea 6028. 25.0-4

Homestead.g(aVeyard.kitcheng'a-rdeh. 3322 ー?.8
school.marketroad.巨mba∩kme∩tetc.

Foreits/hills

_GrassLa-∩d

Pond/Walerbodies/Muda(eas:etc 27()6 1ー_24

'LnCLudi∩gFloodPlai∩Fisheries.

b-CLJttivatedArea l8048 74.96

2. SingleCroppedarea 8673 48

3. Do∪bleCroー)I)e(】are∂ 9170 51

L}.
Triー)leCropl)ed 2Or:J 1

5. NetCroー叩edare∂ ー8048

6. TotalCroppedarea 2_7628

7.
-Croppingi∩te∩sity

ー53.

■

Sol.r.Ce: Ag,o･socio-econo--1ic･su(vey and secorida,y information-col)ected fro■-- the

sub･projecl. 1992
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P(oJ.eCted Crop A(ea. Yield and Total Production

Cー○P8 AT●J)Cu[tiVate Av.Yieldlt/ha) 丁○1alproduct;○n(ton)

(h8) MainpTOdu6t BypーOd∪c1 Main

prod∪c1

Bypー○duct

Bo(a (u

Bo(o (HYVJ

-
_

Wlleat
~

Puli-e

Potato

_･S
Potato

R Veすet-bbLes

SugaTt:an卓

Spices (OIliりI11

Oil Sl∋eJs

CI.th=

Tot)ilCCu

a Aus

T Aus(u

T Aus (HYV)

a A111a11

S Vegetablt:i

JIJte

Betal leaf

T AIllan (L)

T Anlat1日

T A111b11 (HYV)

Fl(]its

Others

.

1.70 _

2.40

5

0

3

1

2

1

59

33つ▲7

…
3
･
.
7

-

4298

856

6459

56

I

5

′

3

5

7

.6

4

〇

.〇

9

ー
3.10

I.15

I.60

2.10

27.44

■1

2872.50

24230.55

85.51o1-

30.87

6B32.35

10】6.80

1003.85

-
2B18.80

8913_5.5

446.60

874.80

41.80

4942.70

1369.60

.

13563.90

1536.64

5745.00

24230.55

85.50

2007.70

5637.60

8913.55

446.60

83.60

98B5.40

2739.20

13563.90
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10･Day Water LevefAnalysis

River : K･ushiyara

StatJ'on : Pump House

lMonth Decade
HighWaterLevef(m.PWD)

ーi∩2 1j∩5 1inlO 1i∩20 1i∩25 1i∩~30 1in'50 80%de

今pr I ~3.425 4.542
-5.127

5ー609 5.750
-5866

6152 2307

m 4.136 5.426 6.一oo 6_657 6.819 6.954 7283 2846

‖ 4.640 5.923 6.594 7ー48 7309 7443 7771

May l

m
川

4.955

5.856

6.305

6.300 7.004 7.585 7.754 7_895 l8≡238
9.070

8880

3.357

3.609

-7.173

7.360

7.862 8.43ー 8.596 8.734 4.539

7.912 8500 8610

Ju'n I 7.092 7.916 8.347 8702 8806 8.892

9,43l

9654

9102

5.250

6268

H 8.074

8.600

8.695 9.020 9.288 9,367 9.590 7.453

81
‖1 9.083 9.335 9.543 9604 9777

Jul I 8.690 9.128 9.356 9.545 9.600 9.646 9758
.18

8253

ll8.723!9.075 9.259 9.4ーー

9.439

9_45~5 9.492 9.581 ~8371
川
8_7盲言｢~すl20- 9.294 9_481

-95ー5 9601 8451

~Å∪g- I -8699ー9029 9.201 9.344
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MEAN MONTHLY WATER LEVEし

Gauge 202 MANU R. at MOULVIBAZAFl

Year
A3T-ー■Lーl[h- `--●●■一▲●-

1964 一9.35 920 968 1987 969 909 785 7()9 ~67

19§量_ 6.63 701 936 9∠川 976 907 832 719688 4J
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626627
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.7.60
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.6.95
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1972 6.~67 7.56 8.57 9.03 9.43 8.02 6.70 617
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l1974 7.58 862 10ー5 10.35 973 9.69 8.64 738 6ー66 64
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9.盲才 8.43 786 65765
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887

10.29 9.34 9.45 7.19 6扇' .5.89
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6.現 場 写 真

-52-



繊細十画（マヌJlは巷滝田■業に於もする）

灌漑排水施設整備拡充計画（マヌ川灌漑事業に於ける）

取　水　堰

取　水　門

西幹線用水路
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カシムプール自然排水門

カシムプール排水機場内部

（4．25m3／Sx8台）

カシムプール排水機場全景

（地区外から）

－54－



チャンディナガット付近の
村落道路と洪水防御堤交点

（舗装計画区間始点）

洪水防御堤の現状

（舗装計画区間）

補強工事中の洪水防御堤

（既設盛土を掘削し、地
区内側に堤防軸を変更

するための工事）
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分水施設不備の・ため農民が水路盛盟

恕切断して取水lしているところ

村議遭路（媚蹄）
左側には輌物
不足のため排水不良
郡が見られる．

低位醐

一5¢i
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岸

里

旧N-M鉄道とD－T通路（国道1号）との交差点 旧N－M鉄道敷－アスファルト舗装済（左側に補強堤腹付）

旧ブラマプトラ川の
旧N－M鉄道との交
差ローB－1ポンプ

場予定地（レールと
同時に鉄橋も撤去さ
れている。）
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舗装工事中の旧N－M鉄道敷

N－M鉄道未舗装区間
（特に砂質盛土の多い区間で
堤防盛土として水密性の検
討が必要である。）

旧N－M鉄道敷

B－2ポンプ予定地付近
（鉄橋が撤去され、舗装

道路が寸断状態にある）
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ブロックA－1とA－2

のクシャラ川沿接点付近

（カンチャンの集落が密
集している）

ケンドア川のクシャラ川への
河口付近（A－2ポンプ場計
画位置）

ブロックA－2の現況自然堤

（クシャラ川からの小規模揚水
機場が見られる）
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ガルガ川のシタラキヤ川への

河口付近

（A－3ポンプ場計画位置）

T－N鉄道敷ー地方幹線道路との

（1988年の洪水ではレール下面ま

で水位上昇があった）

T－N鉄道の旧ブラマプトラ川

交差部鉄橋

（現在ではほとんど機能していない）

－80－



デモンストレーションユニット

用排水機場全景

ブロックA－1ポンプ場内部の
状況

ブロックA－1内の水田植付状況

－61－
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